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［農業経営部門］                                農業研究所ホームページへ 

３．水田農業における経営継承のためのチェックリストの作成 
 

［要約］ 

水田農業において、経営継承に必要な経営者の行動が継承対象及び時期別に確認できる

チェックリストを作成した。 

［担当］ 岡山県農林水産総合センター農業研究所 作物・経営研究室 

［連絡先］電話 086-955-0275 

［分類］ 情報 

--------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

水田農業においては、個別経営では跡継ぎ、集落営農では構成員による内部継承が一般的

であるが、内部継承が難しい場合でも、第三者継承等や「のれん分け」による起業等で担い

手が確保される必要がある。そこで、次世代経営者が安定的に経営継承できる環境を整える

ため、水田農業における経営継承のためのチェックリストを作成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．水田農業における経営継承のためのチェックリストは、①水田作法人版・親族継承用、

②水田作法人版・第三者継承用、③集落営農法人版・従事分量配当を受ける組合員等への

継承用、④集落営農法人版・正規雇用者等への継承用の４種類で、日常活動、継承者を想

定した時点、継承者を決定した時点に経営者が行うべき行動が確認できる。 

２．特に重要な継承対策は、①経営が継続可能な収益の確保と負債整理の目途を立てるこ

と、②様々な観点からの継承者の想定と速やかな意向確認、③継承の専門家（岡山県農業

経営・就農支援センター等）への継承手続き（継承条件書類の作成を含む）の支援依頼、

④想定した継承者に継承時期（例、経営者が 65 歳）・スケジュール（５～10 年程度）と金

銭的処遇を含めた詳細な継承条件を書面で示しながら第三者を交えて意向確認を行うこと

である。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本チェックリストにより経営者が取るべき行動が継承対象及び時期別に確認できるため

継承の取組みが計画的に進められる。 

２．本チェックリストは各農業普及指導センターに配付する。 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/
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［具体的データ］ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：水田農業における次世代への経営継承課題の解決策の確立 

予算区分・研究期間：県単・令２～４年度 

研究担当者：河田員宏、山本晃郎 

関連情報等：試験研究主要成果、令４（85-86、87-88） 

図１ 水田農業における経営継承のためのチェックリスト 

https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/864045_8209298_misc.pdf
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/life/864045_8209299_misc.pdf

